
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26 年度
 

第137回 日商簿記試験対策 
 

ラストスパート模試 

 

 

 

 

(午後１時30分開始 制限時間 ２時間) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(実際の試験では以下の文言が記載されています。) 

受験者への注意事項 

１．答案用紙は、持ち帰りできませんので必ず提出してください。持ち 

帰った場合は失格となり、以後の受験をお断りする場合があります。 

２．答えは定められたところにていねいに書いてください。 

３．答案の記入にあたっては、黒鉛筆または黒シャープペンを使用して 

ください。 
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 (禁無断転載) 

第
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想 

答
案
用
紙

2 級 

 工  業  簿  記  
    

 3 - 3  

第４問（20点） 

当社（本社 千代田区）は、川崎市に工場をもっており、本社と工場はそれぞれ独立した会計を行っている。

材料倉庫は工場内にある。材料購入に要する支払いおよび従業員に対する賃金の支払いはすべて本社で行ってい

る。また、材料の購入と製品の販売についても、すべて本社が行う。本社から工場への材料の振替えには、内部

利益は付加していない。工場で製造された製品はすべて本社に納入されるが、工場にも製品倉庫があり一度ここ

に保管される。工場から本社への製品の振替えには、製造原価の15％の利益を加算している。 

問１ 当月中の取引について、工場で行われる仕訳を解答欄に記入しなさい。ただし、工場で使用されている勘

定科目は次のものに限られている。また、月初材料および月初仕掛品はなかった。 

材 料 賃 金 製 造 間 接 費 

仕 掛 品 製 品 本 社 

内 部 売 上 原 価 内 部 売 上  

[当月中の取引］ 

⑴ 本社が掛けで購入した材料1,900,000円を、検品のうえ工場の倉庫に受け入れた。 

⑵ 工場従業員に賃金1,180,000円が支給された。 

⑶ 工場の機械減価償却費として、320,000円を計上した。 

⑷ 工場で材料1,760,000円を消費した。直接費1,232,000円、間接費528,000円であった。 

⑸ 工場で労働力1,180,000円を消費した。直接費944,000円、間接費236,000円であった。 

⑹ 製造間接費の全額を製品に配賦した。 

⑺ 当月の完成品原価を製品勘定に振り替えた。なお、仕掛品のすべてが完成した。 

⑻ 工場は、本社からの指示により、当月完成品のうち７割を本社に納入した。ただし、完成品の単位原価

は等しいものとする。なお、当社では工場における製品勘定の残高は、つねに工場の製品倉庫の有高と一

致させている。 

問２ 当月中に工場が本社に納入した製品のうち、10％が当月末に本社在庫として残った。その分に含まれる内

部利益はいくらになるか。解答欄に記入しなさい。 

 

第５問（20点） 

製品甲を製造・販売する当社では、標準原価計算制度を採用している。次の[資料]にもとづいて、各問いに答

えなさい。なお、当月の実際直接作業時間は7,800時間、製品甲の当月の販売単価は＠18,000円であった。 

[資料] 

１．製品甲１個当たりの標準原価 

直接材料費： 240円/kg（標準単価）×20kg（標準消費量）  ＝ 4,800円 

直接労務費： 1,800円/時（標準賃率）×２時間（標準直接作業時間） ＝ 3,600円 

製造間接費： 3,000円/時（標準配賦率）×２時間（標準直接作業時間） ＝ 6,000円 

14,400円 

※ 月間の固定費予算額は12,800,000円で、基準操業度は月間8,000時間であり、製造間接費は直接作業時

間を配賦基準として配賦される。 

２．当月の生産・販売実績データ 

月初仕掛品 0 個  月初製品 400 個  

当月着手 3,800   完成品 3,800   

合計 3,800 個  合計 4,200 個  

月末仕掛品 0   月末製品  700   

完成品 3,800 個  当月販売 3,500 個   

３．当月の原価実績データ 

直接材料費：18,850,000円、直接労務費：13,884,000円、製造間接費：23,800,000円 

 

問１ 当月の製造間接費の差異分析を行いなさい。ただし、製造間接費総差異は変動予算を用いて予算差異、能

率差異、操業度差異に分析するものとし、能率差異は、変動費および固定費からなるものとして計算するこ

と。なお、不利な差異には数値の前に「△」印を付すること。 

問２ 当月の月次損益計算書を完成しなさい。なお、標準原価差異は月ごとに損益計算に反映させており、その

全額を売上原価に賦課する。 
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第１問（20点） 

 
仕 訳 

借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額 

１ 

    

２ 

    

３ 

    

４ 

    

５ 

    

 

 

 



    
採 点 欄   

平成26年度 ラストスパート模試・第 3 予想

第137回対策 答案用紙 

２ 級 ② 

商 業 簿 記 

  

第 

２

問 

   受験番号  

  
氏名 

 

 

   生年月日      .  .  

  ×        (ココヲトジル) ×

      
    

第２問（20点） 

⑴ 

   仕 訳 日 計 表    
   平成 26 年５月１日  20  

 借   方 元丁 勘 定 科 目 元丁 貸   方  

   現 金    

   当 座 預 金    

   受 取 手 形    

  売 掛 金   

   仮 払 金    

   土 地    

   支 払 手 形    

   買 掛 金    

   未 払 金    

   売 上    

   受 取 利 息    

  土 地 売 却 益   

   仕 入    

   消 耗 品 費    

       

⑵ 

総 勘 定 元 帳 
当 座 預 金                             ２ 

平成26年 摘   要 仕丁 借  方 貸  方 借／貸 残  高 

５ １ 前 月 繰 越 ✓ 850,000  借 850,000 

        

        

買  掛  金                             17 

平成26年 摘   要 仕丁 借  方 貸  方 借／貸 残  高 

５ １ 前 月 繰 越 ✓ 1,315,000 貸 1,315,000 

        

        

 
得 意 先 元 帳 

厚 木 商 店                           得１ 

平成26年 摘   要 仕丁 借  方 貸  方 借／貸 残  高 

５ １ 前 月 繰 越 ✓ 496,000  借 496,000 

        

        

秦 野 商 店                           得２ 

平成26年 摘   要 仕丁 借  方 貸  方 借／貸 残  高 

５ １ 前 月 繰 越 ✓ 659,000  借 659,000 

        

        

        

三 浦 商 店                           得３ 

平成26年 摘   要 仕丁 借  方 貸  方 借／貸 残  高 

５ １ 前 月 繰 越 ✓ 460,000  借 460,000 
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第137回対策 答案用紙 

２ 級 ③ 

商 業 簿 記 

 採 点 欄 

 受験番号   第 

３

問 

 

 
氏名 

  

 生年月日      .  .   
 

 

 

 ×        (ココヲトジル) ×  

      

    

第３問（20点） 

⑴ 

支店の本店勘定の次期繰越額 ￥  

 

⑵ 

損      益 

仕 入 ( ) 売 上  2,100,000  

販 売 費 ( ) 支 店 へ 売 上 (  ) 

貸 倒 引 当 金 繰 入 ( ) 受 取 地 代 (  ) 

広 告 宣 伝 費 ( ) 支 店 (  ) 

一 般 管 理 費 ( ) 内 部 利 益 戻 入 (  ) 

減 価 償 却 費 ( )     

支 払 利 息  10,500     

内 部 利 益 控 除 ( )    

繰 越 利 益 剰 余 金 ( )    

 ( )  (  ) 

 

⑶ 

 貸 借 対 照 表  

平成26年３月31日 

資    産 金   額 負債・純資産 金   額 

現 金 預 金   ( ) 支 払 手 形   141,000  

受 取 手 形 (  )  買 掛 金   159,000  

売 掛 金 (  )  (     ) 費 用   ( )

 貸 倒 引 当 金 (  ) ( ) (     ) 収 益   ( )

商 品   ( ) 借 入 金   412,500  

(     ) 費 用   ( ) 資 本 金   600,000  

土 地   780,000  利 益 準 備 金   45,000  

建 物 690,000   繰越利益剰余金   ( )

 減価償却累計額 (  ) ( )     

備 品 135,000       

 減価償却累計額 (  ) ( )     

   ( )    ( )

 

売 上 高 ￥  

  

売 上 原 価 ￥  

 

 



    
採 点 欄   

平成26年度 ラストスパート模試・第 3 予想

第137回対策 答案用紙 

２ 級 ② 

商 業 簿 記 

  

第 

２

問 

   受験番号  

  
氏名 

 

 

   生年月日      .  .  

  ×        (ココヲトジル) ×

      
    

第２問（20点） 

⑴ 

   仕 訳 日 計 表    
   平成 26 年５月１日  20  

 借   方 元丁 勘 定 科 目 元丁 貸   方  

   現 金    

   当 座 預 金    

   受 取 手 形    

  売 掛 金   

   仮 払 金    

   土 地    

   支 払 手 形    

   買 掛 金    

   未 払 金    

   売 上    

   受 取 利 息    
  土 地 売 却 益   

   仕 入    

   消 耗 品 費    

       

⑵ 

総 勘 定 元 帳 
当 座 預 金                             ２ 

平成26年 摘   要 仕丁 借  方 貸  方 借／貸 残  高 

５ １ 前 月 繰 越 ✓ 850,000  借 850,000 

        

        
買  掛  金                             17 

平成26年 摘   要 仕丁 借  方 貸  方 借／貸 残  高 

５ １ 前 月 繰 越 ✓ 1,315,000 貸 1,315,000 

        

        

 
得 意 先 元 帳 

厚 木 商 店                           得１ 

平成26年 摘   要 仕丁 借  方 貸  方 借／貸 残  高 

５ １ 前 月 繰 越 ✓ 496,000  借 496,000 
        

        

秦 野 商 店                           得２ 

平成26年 摘   要 仕丁 借  方 貸  方 借／貸 残  高 
５ １ 前 月 繰 越 ✓ 659,000  借 659,000 

        

        
        

三 浦 商 店                           得３ 

平成26年 摘   要 仕丁 借  方 貸  方 借／貸 残  高 

５ １ 前 月 繰 越 ✓ 460,000  借 460,000 
        

        

        
 

    
    

平成26年度 ラストスパート模試・第 3 予想

第137回対策 答案用紙 

２ 級 ③ 

商 業 簿 記 

 採 点 欄 

 受験番号   第 

３

問 

 

 
氏名 

  

 生年月日      .  .   
 

 

 

 ×        (ココヲトジル) ×  

      

    

第３問（20点） 

⑴ 

支店の本店勘定の次期繰越額 ￥  

 

⑵ 

損      益 

仕 入 ( ) 売 上  2,100,000  

販 売 費 ( ) 支 店 へ 売 上 (  ) 

貸 倒 引 当 金 繰 入 ( ) 受 取 地 代 (  ) 

広 告 宣 伝 費 ( ) 支 店 (  ) 

一 般 管 理 費 ( ) 内 部 利 益 戻 入 (  ) 

減 価 償 却 費 ( )     

支 払 利 息  10,500     

内 部 利 益 控 除 ( )    

繰 越 利 益 剰 余 金 ( )    

 ( )  (  ) 

 

⑶ 

 貸 借 対 照 表  

平成26年３月31日 

資    産 金   額 負債・純資産 金   額 

現 金 預 金   ( ) 支 払 手 形   141,000  

受 取 手 形 (  )  買 掛 金   159,000  

売 掛 金 (  )  (     ) 費 用   ( )

 貸 倒 引 当 金 (  ) ( ) (     ) 収 益   ( )

商 品   ( ) 借 入 金   412,500  

(     ) 費 用   ( ) 資 本 金   600,000  

土 地   780,000  利 益 準 備 金   45,000  

建 物 690,000   繰越利益剰余金   ( )

 減価償却累計額 (  ) ( )     

備 品 135,000       

 減価償却累計額 (  ) ( )     

   ( )    ( )

 

売 上 高 ￥  

  

売 上 原 価 ￥  

 

 



    
採 点 欄   

平成26年度 ラストスパート模試・第 3 予想

第137回対策 答案用紙 

２ 級 ④ 

工 業 簿 記 

  

第 

４

問 

   受験番号  

  
氏名 

 

第 

５

問 

   生年月日      .  .  

  ×        (ココヲトジル) ×

      
    

第４問（20点） 

問１  

 仕 訳 

借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額 

⑴ 
    

⑵ 
    

⑶ 
    

⑷ 
    

⑸ 
    

⑹ 
    

⑺ 
    

⑻ 
    

問２ 内部利益は       円である。 

 

第５問（20点） 

問１ 

製造間接費総差異 ( △ 80,000 )円

予 算 差 異 ( △ 80,000 )円

能 率 差 異 ( △600,000 )円

操 業度差 異 ( △320,000 )円

 

問２ 

 月次損益計算書(一部)  

       (単位：円)

Ⅰ 売 上 高     ( 63,000,000 )

Ⅱ 売上原価      

 月初製品棚卸高  ( 5,760,000 )   

 当月製品製造原価  ( 54,720,000 )   

 合   計  ( 60,480,000 )   

 月末製品棚卸高  ( 10,080,000 )   

 差   引  ( 50,400,000 )   

 標 準 原 価 差 異  ( 1,814,000 ) ( 52,214,000 )

 売上総利益     ( 10,786,000 )
 



                    合格アシストノート           第３予想 第３問 

解き方 

Step1： 未達事項の仕訳を行い、残高試算表の金額に加減します。 

このとき、本店・支店・本店から仕入・支店へ売上の各勘定についてはＴフォームで集計し、支店と本店、本店から

仕入と支店へ売上のそれぞれの残高が一致することを確認します。 

Step2： 支店の決算整理事項の仕訳を行い、支店の損益勘定を作成し、支店の純利益を本店の損益勘定に振り替えます。 

Step3： 本店の決算整理事項の仕訳を行い、本店の損益勘定を作成します。 

Step4： Step1 ～ 3 の結果を基に本支店合併の貸借対照表を作成します。 

 

未達事項の整理 

本店に未達： ２． 

４． 

５． 

(

(

( 

 )

)

)

/

/

/

(

(

(

 )

)

) 

  

支店に未達： １． 

３． 

(

( 

 )

)

/

/

(

(

 )

) 

  

 

支店へ売上  本店から仕入 

残高￥(       ) Ｔ/Ｂ ￥267,300
 Ｔ/Ｂ

１． 

￥264,000

￥(     )
残高￥(       )

支  店  本  店 

Ｔ/Ｂ 

５． 

￥124,200 

￥(     ) 

２． 

４． 

￥(     )

￥(     )

 ３． ￥(     ) Ｔ/Ｂ 

１． 

￥125,700

￥(     )  

残高 ￥(      )   残高 ￥(      )  

 

損益（支店） 

仕 入 

本 店 よ り 仕 入 

販 売 費 

貸 倒 引 当 金 繰 入 

広 告 宣 伝 費 

一 般 管 理 費 

減 価 償 却 費 ( 建 物 ) 

減 価 償 却 費 ( 備 品 ) 

本   店(支店純利益) 

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

売 上 ( ) 

 

 ( )  ( ) 

支店の純利益の本店損益への振替 

支店の仕訳： ( 損 益 ) / ( 本 店 )   

本店の仕訳： ( 支 店 ) / ( 損 益 )   

本支店合併損益計算書の売上原価は、内部利益と内部取引を除いた金額で計算します。 

商品ボックス 

 

（残高試算表） 

繰越商品 → 

（残高試算表） 

繰延内部利益 → 

期首商品棚卸高：    

本  店： ￥(     )    

支  店： ￥(     ) 売上原価：  （損益計算書） 

→ 売上原価 内部利益： △￥(     )  ￥(      ) 

合  計： ￥(     )    

（残高試算表） 

仕  入 → 

当期商品仕入高：     

本  店： ￥(     ) 期末商品棚卸高：   

支  店： ￥(     ) 本  店： ￥(     )  

 合  計： ￥(     ) 支  店： ￥(     ) 
 

   (未達分)： ￥(     ) 

   内部利益： △￥(     ) （貸借対照表） 

→ 商  品    合  計： ￥(     ) 

    

                    合格アシストノート           第２予想 第５問 

解き方 

Step1： 原料Ｋ・加工費と原料Ｒについてのボックス図を作ります。 

Step2： Step1 に数量データおよび原価データをあてはめて、月末仕掛品原価および完成品原価を求めます。 

Step3： 完成品総合原価を数量で割り、完成品単位原価を算出します。 

 

 

  原料Ｋ・加工費 (個)  

 月初 完成 先入先出法 

原料Ｋ 

(     )円 

加工費 

(     )円 

 

200  

 

(120) 

1,200 ＜完成品＞ 

原料Ｋ：(    )円＋(    )円－(    )円＝(      )円 

加工費：(    )円＋(    )円－(    )円＝(      )円 

 

原料Ｋ 

(     )円 

加工費 

(     )円 

当月 

 

(    ) 

 

(    ) 

仕損 

100 

月末 

300 

(200)

＜月末仕掛品＞ 

原料Ｋ：
(      )円

(    )個
×(    )個＝(     )円 

加工費：
(      )円

(    )個
×(    )個＝(     )円 

 

  原料Ｒ (個)  

原料Ｒ 

(     )円 

当月 

(    ) 

完成 

(    )

＜完成品＞ 

原料Ｒ：(      )円 

 

完成品総合原価(      )円÷(    )個＝完成品単位原価(      )円/個 

 



                    合格アシストノート           ウラ予想 第３問 

解き方 

Step1： 決算整理事項の仕訳を行い、その金額を決算整理前残高試算表の金額に加減します。 

決算整理前残高試算表にない項目は、直接答案用紙に記入します。 

Step2： Step1 で変動がなかった項目について、損益勘定や繰越試算表に移記します。 

 

２．剰余金の処分および仮払金の処理 

(  ) (

(

(

 )

)

)

  

３．貸倒引当金の設定 

貸倒引当金：￥(        )＋￥(        )×３％＝￥(        ) 

         受取手形       売掛金 

貸倒引当金繰入額：￥(        )－￥(        )＝￥(        ) 

４．売上原価の計算および商品の評価 

原価  

＠￥(    ) 

       期末棚卸高￥(      )  

評価損 

→売上原価に算入 

￥(     ) 

棚 
減 

→売上原価 

に算入 

￥(     )

 

      

正味売却価額 

＠￥(    ) 

B/S 商品 

￥(     ) 

      

 

 

    棚数量：(    )個 (    )個         

         (実地)    (帳簿)         

６．備品の減価償却計算 

過年度の 

減価償却計算 

平成23年12月31日： ￥(       )×(   )％ 
  

＝ ￥(      )
  

平成24年12月31日： {(￥(      )－￥(      )}×(   )％ ＝ ￥(      )

  決算整理前残高試算表の備品減価償却累計額⇒ 計 ＝ ￥(      )

当期の減価償却費 平成25年12月31日： {(￥(      )－￥(      )}×(   )％ ＝ ￥(      )

９．受取家賃の繰延べ 

 

 

 

 

前期前受家賃 

（  カ月分） 

当期受取家賃 

（  カ月分） 

 当期前受家賃 

（  カ月分） 

当期前受家賃：￥(     )×
(    )カ月

(    )カ月
＝￥(     ) 

 

受取 

 

１/1 ７/1 

当 期
 

12/31 ６/30 

                    合格アシストノート           第３予想 第５問 

解き方 

Step1： 本問では月初・月末に仕掛品はないので、当月投入量は3,800個分となります。 

Step2： 当月投入量に基づき、当月標準直接作業時間を求めます。 

Step3： Step2で求めた当月標準直接作業時間に基づき差異分析図を作成し、差異分析をします。 

 

 

●製造間接費 

 

 

   

   

＠(    )円   

  

  

 

＠(    )円 
  

   

 

 

 

 ＊ 当月標準直接作業時間 ： 3,800個×(  )ｈ/個 ＝ (     )ｈ  

 

 

固定費予算 

(       )円

能率差異 

(  )(      )円

操業度差異 

(  )(      )円

標準 

(      )ｈ＊ 

実際 

(      )ｈ

基準 

(      )ｈ 

予算差異 

(  )(      )円

実際発生額(      )円 

＠(    )円 



                      計 算 用 紙      半分に切ってお使いください 

 

 

 

 

 

                      計 算 用 紙      半分に切ってお使いください 

 

 

 

 

 



                      計 算 用 紙      半分に切ってお使いください 
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